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があり，先．こ述べた寸法ゐ影響、二よる

本丙で供i試体の大小による強礎の差に

よるものではないと思われ乙，

　以上赤土．ウ三軌試験絵果を示せは．

左表の通りでまっる，　　　　　1954．1D，1S二2

82．ec 0．964

　　　　　　　　　表　既　写　真
　　　　㌔共振型劇．：蜜刀試翰臨：．忌式験片⊂）破断画旨
　　　　．示ず．写真て工t寝約滞ジ属一爵え4．XSUb．謝脆．：
　　　　ヒ　　　　／，よト1：「愛労破壊Lナ　L二ろで．段　r，IY　th・つ激Lい罪

　　　　、分1。．あとTJ．ら折’ノ．＿二二ろでみs．いダナ渦稟安
　　　　1．のヨ）．b紫」．孟ηまご；溺耳レ．ヒニ．碇勘置尋二罐理〕モ111＝い

　　　　轡ものoあろb’，；D町嵯生理自は興味Dみる
　　　　1問題r；’・下「」樋／t夫財汚斐労破断面「t云」カbD
　　　　cで，皮壊個叶て子r返しρ蔵断」「ケ轄う卸つに重掲
締固め一ヒ　　：九ものでthろ・こL｝場含に・おずか．二喰駆う二窟．

　　　　｛：「りFで漢労破屡盤・起．〆てヒ．．i，　　　　　　　　　　．

　　　　1　　　　傭3師・沢上÷1［：≡LTI：・驕≒章｝

　　　　｝　　　　　　　　．、　　．．．　　　　　　．　　．．．，，一・

含クロム高炉スラッグの特性
1・実験の目的

松 下

　この実験は先に本誌（1）に発表したとおり，含クPム鉄

鉱石を高炉で処理し〔Cr〕；・O．1％程度の優艮鉄鉄が得

られるよ5な，炉内で脱クロムを行hせるための操業に

関する一連の実験の一環をなすものである．すなわち溶

銑中のCr　t）ee化還元に伴5高炉スラッグ中のクロム

（Cr「’或はCr”’）の形態を調べようとするものである．

　2．　実験の方法

取敢えずC・0－Sio・－AI203－Cr20sの比較的単純な基本

系から出発し，この混合粉体を予めクソマソ電気炉で一

度溶解し，凝固したものを細く砕いておく・次にこれを

ユ〇－3mmHgてい．ビの真空中で再溶解し，できるだけス

ラッグ中のP。2を低くしてから過冷し，そのガラスの着

色状況を窟量してGr”或はCr”’の存在比率を求めよ

うとしている．更に一度スラッグを真空処理した後，

CO，　CO2或は．CO十CO2　を溶体に作用させて九2を

種々、二変丸，上記と同様な．方法でスラッグの着色模様を

調べようとしている．この際実験温度，スラッグ成分な

どは電要な因子となるぱずである．

　3．　実験の装置

　まず溶解用の電気炉二ついて述べる．第1図に示すよ

うに6本のテコランダムkSic：1発熱体を用いており，

相対する2本を並列：：結び，AI，　AIおよびA皿の単

巻変圧器／2kW〕によ．．．て電圧を掛ける．このう．ちA皿，

A皿は手動式であり，AIには3回線を設けており，た

とえば±と1，2および3との間に，30，40及び50Vが

掛るようにしておき，Pt－Pt・Rhサーモカップルの熱起
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　　第1図　環暖電気炉の自動温度証節才式o概藍缶

電力変化が信号となワてR，，R3或は．R3　L・ず求か一t〕L／）

リレーが作動するようにな・，、ている・こOリンーZ）励磁

にはAIから10DVを炭殆し（いる．従一、て4CO～
1，600⊃Cv．’）va囲内で，任意の一定温慶に長時間躁iつ：と

ができる．
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